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論 文 内 容 の 要 旨
スイレン科 (ヒツジグサ科 N ym phaeaceae) 植物- ス N elum bo nuclf era G A E R T N . に含まれている塩
基性成分についての系統的研究は従来なされていなかった｡ 著者は主に本邦産本植物の菓部, 葉柄部の塩
基性成分, ならびに漠薬蓮子芯 (ハス種子の em bryo) に含まれている塩基性成分を系統的に分 離 検 索
し, これらより得た新塩基 nornuciferine, isoliensinine, neferine, lotusine の化学構造を明らかにし
たものである｡
( 1 ) - ス N elum be nuclf era G A E R T N . の菓部, 葉柄部より塩基性成分の系統的分離
ハスの菓部の塩基性成分については, 1959年 A rthur らが香港栽培種本植物より nuciferine を単離し
報告した｡ 著者は本邦産の- スの菓部, 葉柄部の塩基性成分を検索し, aporphine 型塩基に属する nuci-
ferille, rOem erine, anonaine, N -nornuciferine および新塩基 nornuciferine を, さらに coclaurine
型塩基 dl-arm epavine を単離したO また若い菓部からほ aporphine 塑塩基の植物体内における前駆物
質と考えられている pronuciferine を単離, 証明した｡
( 2 ) N ornuciferine の構造研究





ある｡ 本塩基は aporphine 型骨格を持ったフェノ- ル性塩基 で あ
り, 分解反応, ならびに重水素置換体の核磁気共鳴スペク トル によ
り, その構造が(Ⅰ)式で表わされることを証明した｡
( 3 ) 蓮子芯より塩基性成分の系統的分離
漢薬蓮子芯に含まれる塩基性成分については 1962年高恰生らが上海市場品のものより liensinine を単
離し報告した｡ 著者は市販されている漢薬蓮子芯 (台湾産, 香港市場品) ならびに本邦産, ネパール産の
ハス種子より取り出した em bryo に含まれている塩基性成分を系統的に分離検索し, biscoclaurine 型塩
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基 liensinine ならびに新塩基 isoliensinine, neferine および coclaurine 型水溶性第四級新塩基 lotusine
を単離した｡ また植物の産地により, 含まれている塩基性成分に特徴的な相異があることを明 らか に し
た｡
(4 ) Isoliensinine の構造研究
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(5 ) N eferine の構造研究
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thyl ether との U llm ann 反応により本塩基を合成し,
(6 ) Lotusine の構造研究
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isoliensinine は著者によりはじめて単離され
た新塩基である｡ その化学構造は0 -メチル化
体の合成ならびに 0 -エチル化体の液体 アンモ
ニア中金属ナ トリウムによる diphenyl ether
結合の開裂反応により(Ⅱ)式で表わされること
neferine は著者がはじめて単離した新塩基
である｡ 著者は本塩基の 0 -メチル化および 0 -
エチル化体の液体アンモニア中金属ナ トリウム
による反応により, その構造が(Ⅱ)式で表わさ
れることを証明した｡ さらにD H -3′-brom oar一
m epavine i D (-)-N -m ethylcoclaurine-4'-m e-
その構造を確認した｡
lotusine は新しい水溶性第四級塩基である｡ 著者は本塩基の構造を,
まず核磁気共鳴スペクトルより推定し, さらに arm epavine より誘導
した標品と同定し, その構造が(Ⅳ)式で表わされることを確認した｡
( 7 ) N -M ethylcoclaurine 型塩基の核磁気共鳴スペクトル
biscoclaurine型塩基の構造研究においては,その液体アンモニア中アルカリ金属によるdiphenylethe∫
結合の開裂反応によって得られる N -m ethylcoclaurine 型塩基の構造を知ることが重要である｡ 著者は
種々の N -m ethylcoclaurine 型塩基の核磁気共鳴スペクトルを測定し, またその 0 -trideuteriom ethyl
化, 芳香族水素の重水素置換反応を利用して, その核磁気共鳴スペクトルにおける m ethoxyl 基および
芳香族水素の帰属を確立し, さらにこれらの塩基のクロロホルム溶液中における優位 conform ation を考
察し, 今後の biscoclaurine 型塩基の構造研究に対し有意義なデータを与えた.
(8 ) Liensinine 塑塩基の核磁気共鳴スペクトル
biscoclaurine 型塩基の核磁気共鳴スペクトルにおいて, その m ethoxyl基, および芳香族水素に対し
完全な解析を行なった報告は未だ見られない｡ 著者は- スより得たフェノール性塩基 1iensinine,isolien -
sinine, neferine の deuteriodiazom ethane による 0 -trideuteriom ethyl 化体, 芳香族水素の選択的重
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水素置換体を用い, biscoclaurine 型塩基 0 ,0 -dim ethylliensinine の核磁気共鳴スペクトルにおける
m ethoxyl 基および芳香族水素の解析を行ない, ほぼ完全な結果を得た｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ハス N elum bo nucifera G A E R T N . に含有される塩基性成分に関しては, これまで系統的研究を欠いて
いたのであるが, 著者は主に日本産- スの菓部, 葉柄部ならびにその種子の em bryo に含まれている塩基
性成分を系統的に分別単離し, これらの塩基に対して吟味検討を加えた｡ その結果これから nornuciferi-
ne, isoliensinine, neferine, lotusine 等の新塩基を発見しそれらの化学構造を明らかにした｡
さらに著者は N -m ethylcoclaurine 型塩基ならびに liensinine 型塩基の核磁気共鳴スペクトルについ
て研究した結果 biscoclaurine 型塩基の構造を研究する上における極めて有意義な資料を与えることがで
きた｡
本論文は薬学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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